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ＪＡＣＩＣの業務目的 

 
 

• 建設生産システムの効率化による 
                  生産性の向上 
• 建設現場等における 
            安全の確保と活性化 



（日本土木工業協会「建設業ハンドブック2016」より）  



若い就業者確保の必要性 



建設生産システムにおける 
ＪＡＣＩＣの提供サービス 

• 調査 
• 計画 
• 設計 
• 積算 
• 入札・契約 
• 施工 
• 維持管理 

積算システム 

テクリス 

コリンズ 

電子入札システム 

副産物・発生土交換システム 

入札情報サービス 

電子納品 

2次元ＣＡＤ交換標準 

電子入札システム 



3. 公共調達支援システム事業 
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3.1 積算システム事業 

センター 
サーバ 

クライアント 

県・政令指定都市 

市町村等 

河川・国道事務所 地方整備局等 

●積算システム提供  ●積算基準データ提供 
インターネットデータセンター 

インターネット 
（ASP) 

サーバ クライアント 

クライアント 

クライアント サーバ 

・積算システム（積算基準データ含む）提供：Web版14機関 

・積算基準データ提供：XML形式 30機関 

オンライン／専用回線 

専用回線 

サーバ クライアント 

JACIC 
積算システムセンター 
（運用支援センター） 

◎積算システムのネットワーク 

オフライン 

http://www.ac-illust.com/main/dl_info.php?id=15625&sw=%E3%83%91%E3%82%BD%E3%82%B3%E3%83%B3%EF%BC%88%E3%83%87%E3%82%B9%E3%82%AF%E3%83%88%E3%83%83%E3%83%97%E6%9C%AC%E4%BD%93%EF%BC%89
http://www.ac-illust.com/main/dl_info.php?id=15625&sw=%E3%83%91%E3%82%BD%E3%82%B3%E3%83%B3%EF%BC%88%E3%83%87%E3%82%B9%E3%82%AF%E3%83%88%E3%83%83%E3%83%97%E6%9C%AC%E4%BD%93%EF%BC%89
http://www.ac-illust.com/main/dl_info.php?id=15625&sw=%E3%83%91%E3%82%BD%E3%82%B3%E3%83%B3%EF%BC%88%E3%83%87%E3%82%B9%E3%82%AF%E3%83%88%E3%83%83%E3%83%97%E6%9C%AC%E4%BD%93%EF%BC%89
http://www.ac-illust.com/main/dl_info.php?id=15625&sw=%E3%83%91%E3%82%BD%E3%82%B3%E3%83%B3%EF%BC%88%E3%83%87%E3%82%B9%E3%82%AF%E3%83%88%E3%83%83%E3%83%97%E6%9C%AC%E4%BD%93%EF%BC%89
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コリンズ・テクリスの基本的な枠組み 
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コリンズ・テクリス 
現在のデータの登録要件と登録件数 

 
コリンズ （工事実績）           500万円以上  
テクリス （建設コン・地質・測量・補償コン）   100万円以上 
 
 
     
 コリンズ  業者数累計  約 148,000社 
       竣工登録工事件数累計 約4,740,000件 
 テクリス  業者数累計  約 14,000社 
       完了登録業務件数累計 約1,620,000件 
                  （H27年度末み）     

登録要件 

登録件数 
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会社数 登録件数 技術者数

コリンズ 148,000 4,740,000
テクリス 14,000 1,620,000
合計 162,000 6,360,000 1,720,000

コリンズ・テクリスの発注機関分類別 
登録件数（累計） 

平成28年3月末現在 

国の機関 
約78万件 

12% 

都道府県 
約263万件 

41% 

政令市 
約49万件 

8% 

市町村 
約204万件 

32% 

独立行政法人等 
約20万件 

3% 

（その他） 
約23万件 

4% 

登録件数 
の内訳 

約636万件 





ＣＡＬＳ／ＥＣからＣＩＭへ 

 
 

• 3次元モデルの導入と 
          現場への適用 



    CALS/ECの実現イメージ 
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「データモデル」の並行活用・変更 

調査 

計画 

設計 積算 

施工 

維持
管理 

活用 

活用 
活用 

活用 

活用 

活用 

変更 

変更 

変更 変更 

変更 

変更 



フロントローディングの必要性 

調査 

計画 

設計 

積算 

施工 

維持管理 

着
工
前 

着
工
後 

実施時の活用 

実施時の変更 

データモデル
のさらなる進化 

従来の
流れ 



 

建物設計の検討項目とソフトウエア 

「Build Live 実務クラスのBIMプロセス分析 」 
金沢工業大学 環境・建築学部建築系下川研究室（金井 佑樹（当時）作成）より引用  



建物設計の検討項目とソフトウエア 

「Build Live 実務クラスのBIMプロセス分析 」 
金沢工業大学 環境・建築学部建築系下川研究室（金井 佑樹（当時）作成）より引用  



キヤノンITソリューションズ(キヤノンITS)は5月18日、機械系CAD
「SOLIDWORKS」と建築系CAD「Vectorworks」を融合したCADソリューショ
ンの提供を5月30日より開始すると発表した。CADは製品ごとにファイル
形式が異なるため、他社のCADで作ったデータを別のCADに取り込むこ

とが難しく、中間ファイルを作成して取り込んだ場合でも一部の線や面、
色、テクスチャーなどのデータが抜け落ちてしまう場合がある。新ソ
リューションでは、SOLIDWORKSとVectorworks10+ 件が同じコアエンジン
を採用している特性を活かし、共通ファイル形式である「ParasolidX_T」を
使い、双方のデータのスムーズな取り込みを実現。具体的には、
SOLIDWORKSで備品のCADデータを作成し、Vectorworksで作成したレイ
アウト図面やパース図に備品のCADデータを取り込むことで、想定した

空間やシーンに合わせた商品のレイアウト図面を簡単に作成すること
ができる。 
価格(税別)は150万円～で、建築設計業や機械製造業を中心に提供し
ていく。 

参加国・地域、スポンサー 
 Sponsor Directory(52) 

Member Directory(20) 

参加国/地域(18) 

戦略的諮問委員会 
Strategic Advisory Council 
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• トロント・カナダ   国際会議2014 
                                   2014年10月27日～30日 
• ロンドン・イギリス  国際会議2015  
                                     2015年3月23日～25日 
• シンガポール     国際会議 2015  
                                     2015年10月12日～15日 
• ロッテルダム・オランダ国際会議 2016 
                                     2016年4月11日～14日 
• チェジュ・韓国    国際会議2016  
                                     2016年9月25日～29日 
• バルセロナ・スペイン 国際会議2017  
                                  2017年4月3日～6日（予定） 

 
 
 

buildingSMART国際会議参加実績 
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□米国（連邦調達庁、陸軍工兵隊） 
 2008年、政府事業（計画）におけるBIM利用の義務化 
□ノルウェー 
 2010年、新たな建築物に対するIFC/BIMの適用を条件化 
□英国 
 2016年、政府事業（計画）におけるBIM利用の義務化 
□フィンランド 
 2007年、大手不動産管理会社が自ら発注する事業（計画）にIFC/BIMの適用を条件化 
□シンガポール 
 2013年、BIMを利用した建築確認プロセスを意匠設計20,000m2以上の案件に適用 

※buildingSMART、シンガポール会議資料2011.6 



図３ 資産情報管理に拡張したＢＩＭ成熟度レベル 

紙文章の、基本 
的資産情報を集 
めた、バラバラ 
の情報源 

半構造化された 
電子文章による、 
幅広い資産情報 
を集めた、バラ 
バラの情報源 

いくつかの自動的 
に連携する機能を 
持ったファイルベ 
－スの統合化され 
た電子情報 

完全自動接続で、 
Webに保管され 
る、統合的な電 
子情報 
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IDM 
ISO BIM   
      2008/13 Bew-Richards 
       
 

C 

                                              BS  70000-4:2013 

 モデル、オブジェクト、協働、統合された相互運用可能なデータ        

CIPC 
Avanti 
BS 1192：2007 
ユーザーガイド：CPIC,Avanti,BSI 

BS 8541-1：2012,BS 8541-3:2012, BS 8541-4:2012 

                          BS 8541-5A) ,BS 8541-6A) 

 BS 1192-4A)  

PAS 
1192-3 
OPEX 

PAS 
1192-2:2013 

CAPEX 

         IFC:BS ISO 16739:2013 

IDM:BS ISO 29481:2010 

IFD:BS ISO 12006-3:2007 

                                               BS  1192:2007 

作図、線、円弧、文字等 



 

ＢＩＭ成熟度レベル 



対象とした基準書等 
• ①「政府建設戦略」 
• ②「建築学、エンジニアリング、及び建設情報による協動生産ー実

務基準」 
– BS 1192:2007+A1:2-15 

• ③「ＢＩＭを利用する建設プロジェクトの主要フェーズ及び納品フェーズに
おける情報マネジメント」 
– PAS1192-2:2013 

• ④「BIMを利用する資産の運用段階における情報マネジメント仕様書」 
– PAS1192-3:2014 

• ⑤「情報の協働生産 Part 4：COBieを利用した発注者の情報交換要件の実現－
実務基準」 
– BS1192-4:2014 

• ⑥「セキュリティ志向のBIM及び、デジタル建築環境及びスマート・アセット・マネ
ジメントに関する仕様書」 
– PAS1192-5:2015 

 
 



①The Construction Strategy 
政府建設戦略 

• 発行年、経緯 
– 2011年5月発行。その後の改定は無いが、本書

をベースとして各種標準・規定類が多数発行され
ている。 

• 概要 
– 建設産業、中でも公共発注部分について無駄を
削減し、効率化を図ることを目的としている。また、
期限を決めて数値目標を示している。 

 



「政府建設戦略」 



目次 
• 要旨 
• 第一章 序論 

– 背景         
– 変化の必要性   
– 幅広い利益    
– 調達の改革    

• 第二章 戦略の目的 
– 調整及びリーダーシップ 
– 将来プログラム 
– 統治及び発注者のスキル 
– 検討 
– 金銭に見合う価値（バリューフォーマネー）、基準及び費用ベンチマーキング 
– 効率及び浪費の排除 
– 建築情報のモデリング 
– 運用、資産管理と設計/建設とのアライメント 
– サプライヤーとの関係性マネジメント 
– 競争力及び重複の削減(公共部門全体) 
– 新しい調達モデル 
– 発注者との関係性マネジメント 
– 持続可能性及び炭素に関連する既存及び新たな政府の政策の実施 

• 付属書A アクションプランの要旨 



第二章 戦略の目的 建築情報のモデリング 

Ⅰ  業界最先端の会社は、完全な３Ｄ環境下で作業
を行う能力を有している。 

    またプロジェクト関係者全員が､共有するプラットホーム
上で作業を行い､その結果、取引に係る費用とエラーの発生
する回数が低減した。 

 
    しかし一般的に建設業は､デジタル技術
を活用する点では、他の業界より遅れている。 



第二章 戦略の目的 建築情報のモデリング 

Ⅱ 全チームメンバーが同じデータを元に確実に
作業を実施する幅広い活用 
– ①代替設計の提案を比較して要因評価できる。 
– ②プロジェクトは三次元でモデル化される。 

• （結果発生するエラー、その後の費用のかかる変更を排除
できる） 

– ③設計データは直接工作機械に入力できる 
• これは設計と製造者間でリンクを生みだす。不要な中間物
を排除できる。 

– ④建設後の資産管理について有効 
    

 



第二章 戦略の目的 建築情報のモデリング 

Ⅲ 妨げている要因 
• 互換性のあるシステムの不足 
• 標準プロトコルの不足 
• 発注者と主席設計者に必要な様々な要件のため 

 



第二章 戦略の目的 建築情報のモデリング 

Ⅳ 内閣府は政府内を調整してＢＩＭの基準を
策定する。 
– これはサプライチェーンの全参加者がＢＩＭ活用
によって協力して作業できるようにするため 

– 基準策定は業界グループと密接に協力して､段
階的なプロセスをとる。 

– 業界が新基準の策定及び訓練のために準備す
る時間を与えるものとなっている 

・政府は完全に３Ｄ化されたＢＩＭを２０１６年ま
でに最低限のものとする。 
 
 



③ PAS1192-2:2013 
 Specification for information management for the capital/delivery phase of 

construction projects using Building Information Modelling  
「ＢＩＭを利用する建設プロジェクトの主要フェーズ及び納品フェーズにおける 

情報マネジメント」 

• 発行年、経緯 
– 2013年2月発行。BS_1192_2007に基づいている。 
– 「政府建設戦略」を実現するためのものであると
明記している。 

• 概要 
– 建設プロジェクトの設計・施工の段階において、

BIMを使用して実現されるプロジェクトの情報管
理要件について示している。 



Opex 
 開始 維持管理と使用（ＰＡＳ1192-3） 

発注者情報要件 

（EIR） 
BIM実施計画

（BEP） 
マスター情報配

信計画(MIDP) 
公募 

1 
ブリーフィ

ング 概念 定義 設計 施工& 
試運転 運用 使用中 
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プロジェクト情報モデル（ＰＩＭ） 資産情報モデル（ＡＩＭ) 

サプライヤー
の情報交換 

発注者の意思
決定点 

1 2 3 4 5 6 7 n 

1 3 6 7 2 

凡例 
緑 青 情報プロセス 管理プロセス 

戦略 

Ｃａｐｅｘ 
開始 

情報伝達サイクル PAS1192-2  



④ PAS1192-3:2014  
 Specification for information management for the operational phase 

of assets using building information modelling  
「BIMを利用する資産の運用段階における情報マネジメント仕様書」 

• 発行年、経緯 
– 2014年3月発行。 
– 「政府建設戦略」を実現するためのものであると明記
し、PAS1192-2と対を成すべき文書であると明示して
いる。 

– 本書では竣工後の運用段階を扱っている。 
• 概要 

– 建設プロジェクトの施設運用の段階において、BIMを
使用して実現されるプロジェクトの情報管理要件につ
いて示している。 



 高度の資産情報プロセスマップ 

資産管理方針/戦略 

資産管理計画 

組織の他の 
方針・ 

戦略・計画 

プロジェクト 
情報モデル 
（ＰＩＭｓ）- 

ＰＡＳ 1192-2 
 
と 
 

資産情報 
（外部契約/
社内作業） 

連携する
企業シス
テム 

資
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情
報
要
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（
Ａ
Ｉ

R)

 

ＢＳ ＩＳＯ ５５０００ 

 
資産情報 
モデル 
（ＡＩＭ） 

      組織情報要件（ＯＩＲ） 

 

情報管理プロセス（ＩＭＰ） 



BIMTGとJACICの間で「協力に関する覚書（MOU）」を締結 

• 英国BIMタスクグループ(BIMTG)とJACIC 
• 目的 

– UKのBIM普及戦略、 
– 導入状況、 
– 進捗、 
– BIMの実装 
– 及び義務化のプロセスから 

     得られた教訓を共有することによって、 
                 利益の共有を目指すこと。 
 
• パネルディスカッション（平成２８年１０月１３日(木）JACIC主催）をきっかけ

にBIMTGとJACICの間で「協力に関する覚書（MOU）」を締結することを
BIMTGのマシューズ氏から提案 



英国BIMに関する情報提供の予定 
①平成28年10月13日 
   「BIM/CIMプロセス標準化・義務化に関するパネルディスカッション」 
      ・「英国建設戦略」 （2011年） 
      ・「戦略」を達成するための基準等（PAS1192）の骨子(2013,2014年） 
 
②平成28年10月16日～11月6日 
   欧米のBIM/CIMの現状に関する現地調査： 
           ・英国・フランス・フィンランド・米国 
 
③平成28年11月9日 
    BIMTG(英国BIMタスクグループ)とJACICの間で 
             「協力に関する覚書（MOU）」を締結： 
 
④平成28年11月15日 
    建設情報研究所発表会： 
       「CIM の国際動向について～英国の動向を中心として」 
          ・英国調査結果の速報報告 
 
⑤平成29年1月17日 
    CIMに関する欧米調査報告会（仮称）：  
          ・欧米調査結果全般に渡り報告 
          ・特に英国の動向・現状については詳しく報告 



新たな「国土交通省技術基本計画」の策定について 

36 

7つの重点プロジェクトの推進 

技術研究開発の推進において、特に優先度の高い政策課題の解決に向け、分野横断的
な一連の取組を重点プロジェクトとして位置付け、重点的に推進する。 

    

国土交通省は、今後５年間を計画期間とする、 

新たな「国土交通省技術基本計画」を策定 

（平成２４年１２月１０日 発表） 
http://www.mlit.go.jp/report/press/kanbo08_hh_000209.html 

国土交通省の技術政策の基本方針を明示し、それを踏まえ、

今後取り組むべき技術研究開発や技術の効果的な活用方策、

重点プロジェクトの推進、国土交通技術の国際展開、技術政策

を支える人材の育成及び技術に対する社会の信頼の確保等

の取組を示すものです。 

そのひとつに、CIMを導入して建設生産システム改善プロジェクトが掲げられている。 
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効果 

ＣＩＭ試行業務（工事） 

制度的課題解消・最小化 

制度改善の提案 

1.目的 
新しい建設管理システムを構築するCIMを実現する
ため、三次元オブジェクト等を活用し、様々な技術的
な検討を行うことを目的とする。 
  
2.構成 
日本建設情報総合センター 
先端建設技術センター 
日本建設機械施工協会 施工技術総合研究所 
建設物価調査会  
経済調査会  
国土技術研究センター 
日本建設業連合会 
全国建設業協会  
建設コンサルタンツ協会 
全国測量設計業協会連合会 
全国地質調査業協会連合会 
オープンCADフォーマット評議会 
 
3.オブザーバ 
国土交通省 大臣官房 技術調査課 
   総合政策局 公共事業企画調整課 
   国土技術政策総合研究所 
   国土地理院 
土木研究所 
 
 

1.目的 
CIMを導入するために現行の制度、基準等についての
課題を整理・検討し、CIMの導入を促進することを目的
とする。 
 
2.構成 
国土交通省 大臣官房 技術調査課 
           〃  官庁営繕部整備課 
           〃  公共事業調査室 
     総合政策局 公共事業企画調整課 
     水管理・国土保全局 河川計画課 
     道路局 国道・防災課 
     国土総合技術政策総合研究所 
       総合技術政策研究センター 
       建築研究部 
   国土地理院 企画部測量指導課  
土木研究所 技術推進本部  
建築研究所 建設生産研究所 
土木学会 土木情報学委員会 
建築学会 建築生産BIM小委員会 
日本建設業連合会 
全国建設業協会 
建設コンサルタンツ協会 
全国測量設計業協会連合会 
全国地質調査業協会連合会 情報化委員会  
 
3.オブザーバ （CIM技術検討会事務局） 
日本建設情報総合センター 
先端建設技術センター 
日本建設機械施工協会 施工技術総合研究所 

CIM技術検討会 CIM制度検討会 

ＣＩＭ制度検討会とＣＩＭ技術検討会との役割分担 

制度・基準上の課題 

効果を最大化 

調査・検討結果の報告 

調査・検討を要請 

技術的課題（疑問） 課題（疑問）の解消、最小化 

反映 反映 

建設生産システムの将来像 
（ＣＩＭのあるべき姿） 

 
 

ＣＩＭの全体像を検討 

■各フェーズの検討とともに進化する 

 
スケジュールと検討項目 

（ロードマップ）  
工種や分野ごとの検討期間に応じて随時見直し 

制度改訂 

共有・フォロー 
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CIM技術検討会 CIM制度検討会 

産学官によるCIM体制構築の位置付け 

土木学会 

土木情報学委員会 等 
  

連携 
 

産 官 

制度・基準上の課題 技術的課題（疑問） 

学術的知見 

制度的課題解消、最小化 課題（疑問）の解消、最小化 

産・学・官協働による実モデルを通じた検討 
（H26～H27) 

連携 

学 

※産学官CIM第1回検討会資料より 
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CIM技術検討会の設立 
３．検討事項 
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平成24年8月9日第１回合同WG (JACIC) 

４．検討会の活動年表 

  年 月 主 な 概 要 

第1回検討会 平成24年  7月 4日 技術検討会の設立 

第2回検討会 平成24年11月30日 各団体のCIM取組み状況 

第3回検討会 平成25年 2月  7日 CIM試行現地調査 

第4回検討会 平成25年 3月 21日 平成24年度報告取りまとめ 

第5回検討会 平成25年 8月30日 平成25年度活動計画に関する意見交換 

第6回検討会 平成26年 3月20日 平成25年度報告取りまとめ 

第7回検討会 平成26年10月1日 平成26年度活動計画に関する意見交換 

第8回検討会 平成27年3月12日 平成26年度報告取りまとめ 

・CIMの具体的イメージの検討、明確化（CIM試行事業で求めるレベル） 

・CIM導入の効果の検証 

・設計、施工、維持管理に関する技術開発の方向性の検討 

・CIM実用化に向けた人材育成方針の検討 

・CIM試行事業についてサポート体制の検討、試行結果のフォロー 

・データモデル、属性データに関する技術的検討（データベース、データ構成、関連技術等の検討） 

・測量、地質調査技術開発の方向性の検討、情報化施工におけるデータ連携の技術的検討 

・CIM実用化に向けた技術開発検討項目の検討 

・CIM実用化に向けた建設生産システの改良点、基準等の見直しの検討等 



試行業務のH24～H27の推移：年度毎の件数 

H27年度迄の試行業務のとりまとめ 

11 11 
6 7 

35 

3 2 
7 

12 11 14 
8 

14 

47 

4 

1 
1 

4 
5 

2 

2 

9 

0 

10 

20 

30 

40 

50 

60 

70 

H24 H25 H26 H27 計 H24 H25 H26 H27 計 H24 H25 H26 H27 計 

道路 河川 合計 

年
度
件
数
（件
） 

H24～H27試行業務推移 

概略・予備設計 

詳細設計 

5 

1 

7 11 
2 

10 11 11 
15 

7 
 

40 

4 
3 

16 

56 
 

19 
16 
 

40 



H27年度迄の試行工事のとりまとめ 
試行工事のH25～H27の推移（各年度に試行登録された工事件数を集計） 
・指定型：発注者の指定によって、ＣＩＭを試行する工事 
・希望型：受注者の希望によって、ＣＩＭを試行する工事 
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CIMのこれからの推進・普及体制（案） 

42 

実現場・業務で活用可能なガイドライン策定 

 

  

 

ＣＩＭ導入に関わる要領基準の改定等 

（他に入契制度、国際標準化等） 

ＣＩＭの現地での検証、検証成果の整理 

Ⅲ 現地での検証WG 

Ⅱ 要領基準改定WG 

土木学会 

技術検討成果
の連携・共有 

CIM人材教育の 
発注者支援 

building 
SMART 

International 

国際標準化への 
対応連携 標準化委員会 

（JACIC) 

ＣＩＭ全体像の
検討共有 

標準化委員会 
（JACIC) 

標準化の 
検討共有 

ICT導入協議会 

i-Constructionにおけるトップランナー施策であるＩＣＴの全面的な活用をＣＩＭを用いて推進するために、
関係団体が一体となりＣＩＭの導入推進および普及に関する目標や方針について検討を行い、具体的な
方策について意思決定を行うことで、ＣＩＭの施策を進めていくことを目的とする。 

CIM導入推進委員会 ■役割 

  ＣＩＭの導入推進および普及に関する目標や方針の検討、具体的な方策の意思決定 

■体制 

  官：国土交通省（主務：技術調査課）等、学：土木学会等、産：建設業団体 等 
  

委員会の目的 

Ⅰ CIM導入ガイドライン策定WG 

実務者レベルでの委員会・WGの円滑な運営支援 全体統括チーム 



課題への機動的な対応 

• 新規課題への取り組み 
• 自主研究・・先駆的取り組み 

– 新しい技術等の情報収集、調査、ＪＡＣＩＣ事業へ
の可能性 

プロジェクト・チーム（ＰＴ）・・選抜メンバーによる組織 

– 具体化の検討、システム構築、試行事業 

 



主なプロジェクトチーム 
• 27年度 
• 建設情報に係る国際交流国際貢献事業に関するＰＴ 
• ＣＩＭシステムに関するＰＴ 
• ＣＩＭ教育に関するＰＴ 
• 次期コリンズ・テクリスに関するＰＴ 
• コリンズ・テクリスデータの活用に関するＰＴ 
• 地方公共団体による公共事業執行の支援に関するＰＴ 
• 電子情報管理に関するＰＴ 
• 建設情報システムのセキュリティに関するＰＴ 
• ＪＡＣＩＣ設立30周年記念事業に関するＰＴ 
• 26年度 
• 営業戦略ツールに関するＰＴ 
• ＣＩＭに関するＰＴ 
• 24年度 
• 災害復旧効率化支援システム（Ｐｈｏｔｏｇ－ＣＡＤ）の普及促進に係るＰＴ 
• 入札情報サービス（統合ＰＰＩ）の調査検討に係るＰＴ 



主な自主研究 
• 電子納品地図サービスの検討 
• 建設情報保管・管理サービス 
• ３Ｄオブジェクトと画像認識技術の活用に関する研究（プランツ図鑑構築） 
• ＣＩＭの適用に関する研究(下水道事業団、東急建設） 
• ＣＩＭ人材育成に関する研究 
• ＣＩＭ国際標準に関する研究 
• ＣＩＭサポート事業創設に関する研究 
• ペーパーレス会議の実用化研究 
• 異なるデータベース間を連携する仕組みの検討 
• コリンズテクリスの改善と新サービスに関する研究 
• 仮想環境上での異種サービス運用上の課題に関する研究 
• 今後の自治体向け積算サービス運用上の課題に関する研究 
• 自治体向け次期電子調達サービスの展開検討 

 
 



自主研究、ＰＴの成果 

電子情報の総合的管理 

  システムの効率化とコスト縮減 
– 仮想化環境への移行 
– クラウド化 

 
– ペーパーレス会議 
– 他の業種システムとの連携 

   ＣＩＭの普及 
– ＣＩＭ教育と土木技術者への啓蒙、普及 

 



仮想化による効率化 

1台のサーバ（物理サーバ）を複数台の仮想

的なサーバ（仮想サーバ）に分割して利用す
る仕組み。 

それぞれの仮想サーバでは、あたかも独立し
たコンピュータのように使用することができる。 
 

CPU 中央処理装置 
CPUはプログラムを順に読

み込んで解釈・実行し、情報
の加工、情報のやりとりを行
うコンピュータにおいて中心
的な処理装置のことである  

仮想化 
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新仮想サーバの導入・構築 2016年2月1日現在 



統合PPI事業のクラウド化 
• 入札情報サービス（統合PPI）事業 

– 複数の発注機関の入札情報を検索可能なWEBサイト 
（統合PPI）を開発・運営 



ペーパーレス会議の実用化研究 
機器構成 

ファイル
サーバ 

自席パソコン 

ネットワーク
機器 

タブレット 

無線アクセスポ
イント 

ＪＡＣＩＣ内部
機器 暗号無線ネット

ワーク 

有線ネット
ワーク 

ファイルアク
セス 画像・操作 画像・操作 

2015.04
.14 



シンクライアントの仮想化形態 
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シンクライアント端末 従来の端末 



コネクタ 

異なるデータベース間を連携する仕組みの検討 

ユーザ 

Webアプリ 
（サービス） 

コネクタ 

コネクタ 

Webサーバ 

DB-A 

DB-B 

① 

② 

② 

③ 

③ 

④ 

④ 

⑤ 

DB-C 

Webアプリ 
（サービス） 

将来的な追加 



ICTの建設生産システムへの導入に際して 
• 「情報(データ）」と「アイデア」は地球上何処にあってもよい 

– ただ 
• 「いつでも」 
• 「どこからでも」 

– ネットワークを通じて 
• 「アクセス」でき 
• 「仮想的に集約」でき 
• 関係者が「共有」でき 

– 「意見交換」によって 
– 「意志決定」ができればよい 

 
• 「データベース」はデータが集まったものではない 

– 分散型データベース 
– 目的に応じて 

• 速やかにデータが取り出せて 
• 活用できなければならない 

 
 
 

これからの土木技術者はNWとDBの知識を基本的に持つ必要がある 



CIM教育の必要性 
• 多くの土木技術者は３ＤCADに触れる機会がほとんどなかった 
• ３Ｄソフトのベンダーは総花的な機能の提示しかできていなかった 

 
 

• 両者が一つの課題を共同して解決する場を提供する 
                                                                                         CIMSoluthon 

 
 

• 土木技術者は3Ｄソフトの可能性と限界を実感する 
• ベンダーは土木技術者の生の要請を受けたソフト
の改良ができる 



CIMチャレンジ研修（CIMSoluthon）の目的と方法 

将
来 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

現
状 

人材育成 業界支援 その他の環境整備 

CIMソフトを高度に
使いこなせる人材 

最適なCIMソフトを
提供できる業界 

CIMに必要な3Dソフトの利用に着目→人材と業界の両面から環境整備 

最適なCIM実施環境
の整備 

CIMチャレ
ンジ研修 

CIMチャレ
ンジ研修 

受講 

CIM導入に必

要な資格、能
力等の整理 

モデル・情報
の管理・流通
方法の整理 

CIM人材育成
のあり方整理 

習得 

活用 

習得 

活用 

提供 

課題 

改良 

課題 

改良 

55 CIMに関わる技術者 CIM関係団体 



研修結果 
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1. 建設情報化推進事業 

（２）研究助成事業 

研究助成開始年度(H10年度）からの応募件数と採択件数の推移 

560件 

192件 

JACIC 30周年記念事業 



JACIC30周年記念事業での応募数と採択数  

年度 応募数
(件) 

採択数 
(件) 

指定課題(件) 自由課題(件) 

①
CIM/BI
M関連 

② 
ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰ
ｽ関連 

③ 
海外で
のICT活

用 

①情報
化の標
準化等 

②業務
の情報
化 

H26年度 50 17 6 1 1 2 7 

H27年度 55 21 8 4 1 3 5 

H28年度 61 16 13 1 － 0 2 

  計 166 54 27 6 2 5 14 

指定課題 

 ①CIM/BIMに関する研究 

 ②データベースに関する研究 

 ③海外におけるICTを活用したプロジェクトマネジメントに関する研究 

   (H28年度は、③課題を廃止） 

自由課題 

 ①建設分野の情報化の企画、提案、標準化に関する研究 

 ②建設分野の各種業務の情報化に関する研究 



ご静聴ありがとうございました 
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